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編集部に届いた本

『介護・看護の臨床に生かす　知っておきたい心のしくみ　
発達とコミュニケーションの心理学』
岡林春雄 著
本書では、心のしくみを発達とコミュニ
ケーションからとらえてみたいと思いま
す。自分自身と向き合う際、他者と接する
際、発達とコミュニケーションからなる心
のしくみを理解し、気づきに役立ててもら
えれば幸いです。（はじめにより）
定価 2625円（本体 2500円＋税 5％）
金子書房　電話 03-3941-0113

『発達障害の人の　就労支援ハンドブック　自閉症スペクトラムを中心に』
梅永雄二 編著
発達障害の人の就労支援を考える際、彼ら
が自分の適性や能力を踏まえて企業と関
わっていくことはなかなか難しい状況で
す。支援者には仕事を求める発達障害の人
と優秀な労働者を求める企業とをうまく
コーディネートしていく通訳者としての役
割が必要になるのです。（帯より）
定価 1995円（本体 1900円＋税 5％）
金剛出版　電話 03-3815-6661

『自分でできる認知行動療法　うつと不安の克服法』
清水栄司 著
うつや不安に悩む人のために、その治療に
極めて効果的な認知行動療法を自分一人で
行うことができるよう作成された、全く新
しいセルフヘルプのワークブック。チェッ
クリストや専門的な用語をわかりやすく解
説することで、12週間のチャンレンジを
長続きさせます。（紹介文より）
定価 1995円（本体 1900円＋税 5％）
星和書店　電話 03-3329-0031

『天才だもの。　わたしたちは異常な存在をどう見てきたのか』
春日武彦 著
伝記からフィクションまで、いつも奇人変
人扱いされてきた「天才」たち。この非凡
な才能をめぐる俗説を検証すると同時に、
そこに潜んでいる平凡なわたしたちの愛憎
を鋭く分析。（帯より）

定価 1680円（本体 1600円＋税 5％）
青土社　電話 03-3291-9831

『山上敏子の行動療法講義 with 東大・下山研究室』
山上敏子・下山晴彦 著
行動療法は、それだけでは理論と方法の単
なるシステムにすぎないもので、面白くも
なんともない。しかし、これらの考え方も
方法も、いったん臨床現場に入り臨床の価
値に添うと、自由に動きだして治療や援助
の実になり、臨床の豊かな方法になってく
るのである。（おわりにより）
定価 2940円（本体 2800円＋税 5％）
金剛出版　電話 03-3815-6661

『べてるの家の先駆者たち　苦労を大切にする生き方』
大澤榮 編著
この本を通じて、「弱さを絆に」というべ
てるの苦労を大切にする生き方の大事な
“水脈 ”である佐々木実さん、早坂潔さん
の「遣われた者」としての歩みが明らかに
されることは、べてるの「語ること」を大
切にしてきた歴史にとって大切な一ページ
となることでしょう。（序より）
定価 1050円（本体 1000円＋税 5％）
いのちのことば社　電話 03-5341-6922

『不安の病』
伊豫雅臣 著
不安や恐怖を感じたり、緊張したり恥ずか
しいと思う時、私たちの体はどのような状
態になるのでしょうか？　パニック障害、
対人恐怖・社会不安障害、強迫性障害、疼
痛性障害、心気症など日常の生活に支障を
きたす不安障害。この障害を理解するため
の最良の書である。（帯より）
定価 1575円（本体 1500円＋税 5％）
星和書店　電話 03-3329-0031

『研修医のための精神医学入門　第 2版』
石井毅・栗田広 著
すべての研修医、精神科臨床を志す方を対
象に、精神科領域の基礎的内容をわかりや
すく解説した携帯版学習書。携帯版ながら、
社会復帰や支援体制の現状なども網羅。注
目を集める発達障害の項目も大幅追加し、
授業や臨床現場でさらに役立つ内容となっ
ている。（紹介文より）
定価 1365円（本体 1300円＋税 5％）
星和書店　電話 03-3329-0031

『精神医学を知る　メンタルヘルス専門職のために』
金生由紀子・下山晴彦 著
心理職、福祉職はじめ、精神医療の現場に
かかわる全ての専門家のための手引き。
様々な立場や視点からメンタルヘルスにか
かわる人たちが精神医学のエッセンスを体
感して、必要に応じてさらに勉強しようと
思うきっかけになればとの思いを込め、副
読本を目指した。（第 1章より）
定価 3360円（本体 3200円＋税 5％）
東京大学出版会　電話 03-3811-8814

『うつ病治療ハンドブック　診療のコツ』
大野裕 編
日常臨床でうつ病の治療に難渋したときに
役に立つコンパクトな書籍を作ることがで
きればと考えて企画したのが本書である。
苦しんでいる患者さんを目の前にして治療
方針を立てるときに、エビデンスに基づい
て考えることができれば、それに越したこ
とはない。（序文より）
定価 4830円（本体 4600円＋税 5％）
金剛出版　電話 03-3815-6661

編集部に書籍をお送りください。当コーナーで紹介させていただきます。
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by メール

《95ページからのつづき》
 
渡部：「看護ケアの標準化」と「個別看護ケ

ア」が焦点になっていますね。私は、提供する
看護は個別性に富む必要性があるように思いま
すが、行動制限最小化に向けた評価は、感覚や
経験で判断がされるべきではないと思います。
「経験」あるスタッフの主観的な判断が長期化
に繋がってはいけないし、開放の主体はあくま
で当事者だと思うのです。「安全のために」と
いう理由で頻回に隔離拘束がおこなわれている
ケースに関しては、基準を設けることが必要だ
と思います。行動制限最小化研究会では、開放
観察の運用や裁量権、医療事故、看護師サイド
の問題を取り上げてきましたが、あまり当事者
に関することには踏み込んでいなかったので、
新鮮な気持ちになろうと思います。
 
鎗内：最近、当院の行動制限の台帳を管理

しているなかで、あることをきっかけに拘束が
増えた病棟がありました。認知症の専門病棟で、
開放観察中に患者が転倒し、脳挫傷となった
ケースが立て続けに2件起きたのです。以後、
その病棟での拘束患者は増え続け、終日もしく
は開放観察指示があるなかで身体拘束をしてい
るケースが、病棟の3分の1にまで増えてし
まいました。皆さんの病院でもそのようなケー
スありませんか？　「医療安全と行動制限最小
化、どちらを優先するのか」。この2つを天秤
にかけ、これをじっくり解決するために、医療
者が専門的な知識と技術を使って、当事者のた
めの治療と看護ケアをおこなっていくのが私た
ちの腕の見せどころであると思います。私たち
看護者を主体におくと、ケアの標準化は必要で
すが、患者さん個人を看ていくためには統一化
はできない。私たちの「経験値」が評価基準に
なります。私は、事故の後に拘束が増えてしまっ
た病棟に、カンファレンスに入りました。スタッ
フはどうしても「すぐに解決する策」を期待し
てしまっているように感じました。そのために、
事故を起こさない＝身体拘束となってしまう。
そして自分たちが動きやすいように標準化、シ
ステム化を期待してしまう。新人ではなく、経
験値が豊富な中堅以上のベテラン看護師こそ教
育が必要で、そのクラスの人の行動制限に関す
る意識のあるなしによって最小化に繋がってく
るのではないかと強く感じます。
（終、でも誌面の外ではつぶやきは続く……）
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編集部に届いた本

『アディクションとしての自傷　「故意に自分の健康を害する」行動の精神病理』
松本俊彦 著
著者は、自傷に関する豊富な臨床経験と研
究知見にもとづいて、従来、演技的・操作
的行動とされてきた自傷概念を否定し、自
傷に対して積極的に介入することの重要性
を主張する。本書は、多くの援助者に自傷
と向き合う勇気を与えてくれるだろう。（帯
より）
定価 2730円（本体 2600円＋税 5％）
星和書店　電話 03-3329-0031

『短期精神療法の理論と実際』
Mantosh J. Dewan, Brett N. Steenbarger, Roger P. Greenberg 編著
鹿島晴雄・白波瀬丈一郎 監訳
藤澤大介・嶋田博之 訳

理論は分かるのですが、面接室で実際にど
うしたらいいのですか？という質問を何度
耳にしたことか。本書は、明日からの臨床
に活かす、6つの短期療法を学ぶ具体的な
手引きである。（帯より）
定価 3675円（本体 3500円＋税 5％）
星和書店　電話 03-3329-0031

『抗精神病薬をシンプルに使いこなすための EXERCISE』
長嶺敬彦 著
抗精神病薬は劇薬です。だから使うときに
訓練が必要です。本書を EXERCISE形式に
したのはそのためです。みえない脳内の病
態を予測して、抗精神病薬を適切に使用し、
多くの患者さんが回復されることを祈って
います。（おわりにより）

定価 3150円（本体 3000円＋税 5％）
新興医学出版社　電話 03-3816-2853

『コンボ先生教育談義　ココ・カラ主義で減らす　統合失調症治療薬の副作用』
長嶺敬彦 著
抗精神病薬は優れた効果を示します。しか
し力ずくで使用すると、必ず副作用が出ま
す。この本は会話調で書いてありますが、
それは力を抜いて読んでもらうためです。
リラックスして、楽しみながら、抗精神病
薬の副作用を回避する知恵を一緒に学びま
しょう。（はじめにより）
定価 1470円（本体 1400円＋税 5％）
NPO法人地域精神保健福祉機構・コンボ　電話 047-320-3870

『患者の自殺　セラピストはどう向き合うべきか』
カイラ・ミリヤム・ワイナー 著　高橋祥友 訳
セラピストには二種類ある。すなわち、患
者に自殺されたセラピストと、これから自
殺されるセラピストである。患者の自殺を
経験するということは、心理療法の核心に
触れることである。もし、あなたのクライ
エントが自殺したら？（帯より）

定価 2940円（本体 2800円＋税 5％）
金剛出版　電話 03-3815-6661

『母と子で克服できる摂食障害　過食症・拒食症からの解放』
福田俊一・増井昌美 著
長年にわたり摂食障害の治療に携わる 2
人の著者が、その背景にある「母娘関係」
の再生に焦点を当て、また症状レベルごと
の事例とアドバイスをまとめている。たと
え発症から長い年月が経っていても、「治
る道はある」ことを伝える、家族と本人へ
のアドバイスの書。（紹介文より）
定価 2520円（本体 2400円＋税 5％）
ミネルヴァ書房　電話 075-581-0661

『土屋流　「当事者主体」的アプローチ』
土屋徹 著
本書は、「専門家が当事者をどう支援して
いくか？」という視点ではなく、「当事者
の力／ストレングスはいかにして発見さ
れ、伸びていくものなのだろうか？」をテー
マに、著者がこれまでの体験・活動からそ
の答えを導き出していく、当事者主体の本
です。（紹介文より）
定価 1785円（本体 1700円＋税 5％）
精神看護出版　電話 03-5715-3545

『対人援助職のための　認知・行動療法
マニュアルから抜け出したい臨床家の道具箱』
原井宏明 著
この本で残そうとしたことは、クリティカ
ル・シンキングという習慣である。本書は、
著者が臨床現場からフィードバックしたも
のであり、脱・マニュアルを目指す対人専
門職のための恰好の手引き書となるであろ
う。（帯より）
定価 3675円（本体 3500円＋税 5％）
金剛出版　電話 03-3815-6661

『SSTテクニカルマスター
リーダーのためのトレーニングワークブック』
舳松克代 監修　小山徹平 編集代表
本書は、従来の本と異なり、正解を得られ
る本ではないかもしれません。しかし、日々
現場で SSTを実践されている方々が、使
いながら考えられるワークブックとしてご
活用いただけるような本を目指したつもり
です。（あとがきより）
定価 2940円（本体 2800円＋税 5％）
金剛出版　電話 03-3815-6661

『MOSESワークブック　てんかん学習プログラム』
MOSES企画委員会 監修　井上有史・西村拓司 訳
てんかんのある人が一人で読むのではな
く、病気についての知識、向き合う方法に
ついて、他の患者さんや関心のある人、そ
してトレーナーとの能動的な意見交換をし
ながら学ぶ、トレーニングテキスト。（帯
より）

定価 2100円（本体 2000円＋税 5％）
クリエイツかもがわ　電話 075-661-5741
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『境界性パーソナリティ障害＝ BPD
はれものにさわるような毎日をすごしている方 へ々　第 2版』
ランディ・クリーガー＆ポール・メイソン 著
荒井秀樹 訳
ベストセラーとなった第 1版に、著者の
経験と新しい治療アプローチの解説等が加
わった。実践的な援助、対処する際のコツ
が、専門知識のない読者にもわかりやすく
書かれた最新版！（帯より）
定価 2940円（本体 2800円＋税 5％）
星和書店　電話 03-3329-0031

『私説・臨床心理学の方法　いかにクライエントを理解し、手助けするか』
渡辺雄三 著
精神科病院と開業心理臨床オフィスの 2
つの現場で長年にわたり心理療法を実践し
てきた著者の臨床家人生の集大成。理解・
見立ての方法と心理療法の方法についての
実際的、臨床的な説明とともに、学問的な
方法論や臨床心理士の専門性について示唆
に富んだ思索を展開する。（紹介文より）
定価 6090円（本体 5800円＋税 5％）
金剛出版　電話 03-3815-6661

『子どものソーシャルスキルとピアサポート
教師のためのインクルージョン・ガイドブック』
レイチェル・ジャネイ＆マーサ・E・スネル 著
高野久美子、涌井恵 監訳
本書で実践されるインクルージョン（包み
込む）とは、排除しない教育のことである。
障碍のある子どもと普通の子どもの間に友
達関係や支え合う関係を育むために、教師
は何ができるのか。（帯より）
定価 2940円（本体 2800円＋税 5％）
金剛出版　電話 03-3815-6661

『「うつ」がいつまでも続くのは、なぜ？　双極Ⅱ型障害と軽微双極性障害を学ぶ』
ジム・フェルプス 著　荒井秀樹 監訳
本多篤、岩渕愛、岩渕デボラ 訳
うつが長いこと持続したり、繰り返したり、
より悪くなる、などということはありませ
んか。抗うつ薬をのんでも効果がないとか
より悪くなるということはありませんか。
もしかすると、うつ病ではないのかもしれ
ません。（帯より）
定価 2520円（本体 2400円＋税 5％）
星和書店　電話 03-3329-0031

『ケア会議で学ぶ　精神保健ケアマネジメント』
野中猛 著
精神保健の専門家ではないが、精神的に困
難のある人を支援しようとする立場の方々
に向け、可能な限りわかりやすく、しかし
中身については妥協せず、実務が展開でき
るよう著した。精神保健の専門家にとって
も、他職種と連携協働する際の技術が学べ
ると思う。（あとがきより）
定価 2730円（本体 2600円＋税 5％）
中央法規　電話 03-3379-3784
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